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平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン シニアこそ ジュニアのお手本 交通安全

　10月 28 日（水）〜 29日（木）、

第 44 回全国老人クラブ大会が静

岡県コンベンションアーツセンタ

ー（グランシップ）に、全国から

１８００余名の仲間が集い盛大に

開催されました。

　大会初日は 3つのテーマに分か

れた活動交流部会が行われ、全国

から選抜された団体の事例発表が

ありました。2日目は参加者が一

堂に会し、式典が盛大に行われま

した。今号では大会の様子を特集

してお伝えします。

シ ニ ア の 祭 典

第 44 回 全国老人クラブ大会 10 月 28 日（水）〜 29 日（木）
静岡県コンベンションアーツセンター（グランシップ）

感動 ! 交流 ! 笑顔あふれる２日間
全国から 1,800 名 静岡に
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元
気
あ
ふ
れ
る
シ
ニ
ア
に
な
ろ
う

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
　
会
長
　
松
本 

庄
次
（
藤
枝
市
）

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
会
員
の
皆
さ

ま
「
申
年
」
を
迎
え
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ
り

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
の
事
業
推
進
に

あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
28
日
～
29
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
第
44
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

に
際
し
ま
し
て
は
、
県
内
各
市
町
老
連

の
皆
さ
ま
方
の
絶
大
な
る
協
力
を
得

て
、
厳
粛
の
内
に
も
成
功
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。関
係
者
一
同
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私

た
ち
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
に
お
い

て
は
、「
プ
ラ
ス
ふ
じ
さ
ん
（
２
２
３
）

作
戦
」
の
達
成
を
目
指
し
て
、
県
内
各

市
町
老
連
の
会
員
の
皆
さ
ま
お
ひ
と
り

お
ひ
と
り
が
、
身
近
に
い
る
仲
間
を
ク

ラ
ブ
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
目
標
達
成

に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

　

私
も
会
員
の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
、
心
身
と
も

に
健
康
で
、
元

気
あ
ふ
れ
る
シ

ニ
ア
で
あ
る
こ

と
を
願
う
と
と

も
に
、
手
を
携

え
て
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
会
に
対

し
、
皆
さ
ま
方

の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン しんごうが あおでもよくみる みぎひだり

　第1日目は3つの活動交流部会が開かれ、

支え合う地域づくり（第 1部会）、同世代の連帯・

仲間づくり（第 2部会）、演じる活動〈舞台発表〉（第

3部会）に分かれ、それぞれ発表が行われました。

第
44
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

活
発
に
活
動
交
流
部
会
（
第
1
日
）

事例発表の後にはさまざまな質問が投げ掛けられ、
参加者の意気込みと熱意が感じられました

ゆうゆうクラブ西伊豆
中区むつみクラブによる事例発表（第 1 部会）

千葉県松戸市はつらつクラブ連合会
SOS 黄色いハンカチで命を救う（第３部会）

シニアクラブ掛川
石津老人クラブ喜楽会による事例発表 （第 2 部会）

28日

（水）
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平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 自 転 車 も  飲 酒 運 転  事 故 の 元

　大会第 2日目は、オープニングに静岡

市清水区支部の愛唱歌クラブによるコー

ラスが披露され、華々しくスタートしま

した。その後は久能山東照宮宮司、落合偉洲氏に

よる「徳川家康公と久能山東照宮」の講演、東海

大付属静岡翔洋高等学校・中等部のチアリーダー

部によるアトラクションが行われました。

　続く式典ではシニアクラブ静岡県、松本庄次会

長による歓迎の言葉にはじまり、全国老人クラブ

連合会、斎藤十朗会長のあいさつ、そして「全国

老人クラブ連合会長表彰」が行われました。その

後、来賓の方々のご祝辞をいただき、平田五子副

会長により大会宣言が朗読され、採択されました。

　最後に、次回の大会開催地である富山県老人ク

ラブ連合会島田祐三会長よりあいさつがあり、静

岡市清水区支部の愛唱歌クラブのリー

ドで「青い山脈」を合唱し、大会の幕

を閉じました。

育成功労者表彰
袴田　逸郎 シニアクラブ静岡県副会長
中﨑マサ子 シニアクラブ静岡県理事
平口　雄二 シニアクラブ静岡県理事

優良老人クラブ表彰
大岩町シニアクラブ千寿会（静岡市葵区安東学区）

優良郡市区町村老人クラブ連合会表彰
シニアクラブ浜松市連合会北区支部三ヶ日地区連合会
東伊豆町あじさいクラブ連合会

全
国
の
仲
間
と
交
流
、
功
労
表
彰
も

式典で歓迎の言葉を
のべる松本会長

全国老人クラブ連合会
斎藤十朗会長による挨拶

久能山東照宮宮司
落合偉

ひでくに
洲氏による講演

さまざまな事例が発表され、
有意義な交流となりました

育成功労者表彰を受ける
袴田逸郎副会長

福井県美浜町老人クラブ連合会
東地区大正琴グループによる大正琴の演奏（第３部会）

愛知県瀬戸市老人クラブ連合会
瀬戸あいあいクラブ コーラス部（第３部会）

シニアクラブ静岡県女性委員会
レクダンスとリフォームファッションショー（第３部会）

川口市老人クラブ連合会女性部会、さしまスローライフ　
江戸から平成までの歴史を、古紙で表現（第３部会）

29日

（木）
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私
た
ち
、
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
や
い
づ

連
合
会
豊
田
支
部
第
3
喜
楽
会
は
会
員

数
53
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
よ
り
地
域
で
の
奉
仕
活
動

と
し
て
、
国
道
１
５
０
号
線
バ
イ
パ
ス

の
地
下
道
清
掃
を
、
偶
数
月
の
10
日
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
下
道
は
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚
れ
が
ひ
ど
く
、

壁
面
、
手
す
り
、
蛍
光
灯
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
雑
巾
が
け
、
歩
道
の
汚
れ
は
デ

ッ
キ
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
落
と
し
ま
す
。

清
掃
用
具
や
そ
れ
を
収
納
す
る
物
置
は

島
田
土
木
事
務
所（
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
）

で
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
の
6
月
に
は
、
焼
津
市
よ

り
環
境
保
全
活
動
団
体
と
し
て
登
録
認

定
を
受
け
、
認
定
証
を
会
員
の
み
ん
な

に
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
7
月
に
は
国

道
１
５
０
号
線
小
土
Ｉ
Ｃ
付
近
の
道
路

の
草
取
り
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
年
1
回
、
地
元
中
学
校
の

道
路
側
面
に
あ
る
樹
木
の
枝
切
り
作
業

も
行
い
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
3
台
分
の
枝
と

25
袋
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
、
地
域
の
環
境

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
業
の
様
子
を
見
て
、
地
元
町
内
会

か
ら
は
ス
イ
カ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
協
力
金
の
増
額
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

普
段
の
活
動
と
し
て
は
3
ヶ
月
ご
と

に
、
誕
生
会
、
交
通
教
室
、
健
康
管
理

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
小
山
は
「
楽
し
み
な

が
ら
健
康
増
進
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
高
齢

者
に
と
っ
て
健
康
は
、
究
極
で
最
大
の

望
み
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
当
た
り
前
と
も
い
え

る
「
健
康
」
を
、
な
ぜ
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
掲
げ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
大
き
な
衝

撃
的
な
出
来
事
が
要
因
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
平
成
24
年
に
静
岡
県
よ
り

発
表
さ
れ
た
高
齢
者
の
「
お
達
者
度
」

（
65
歳
か
ら
、
元
気
で
自
立
し
て
暮
ら

せ
る
期
間
を
算
出
し
た
も
の
）
で
、
小

環
境
保
全
活
動
　
継
続
し
て
地
域
の
力
に
　

　
　
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
や
い
づ
連
合
会
　
第
3
喜
楽
会
　
遠
藤
　
耕
輔

の
講
習
会
、
認
知
症
予
防
の
講
話
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

芸
能
発
表
も
行
わ
れ
ま
す
。
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
足
芸
、
落
語
、
手
品
、
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
、
踊
り
、
朗
演
、
大
正
琴
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど
が
あ
り
、
み
ん
な
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

ま
た
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、一
泊
旅
行
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
に
は
大
勢
が
参
加
し
、
参
加
賞
や

景
品
を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
、
健
康
社
会
を
目
指

し
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
目
的
に

活
動
し
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

活
動
と
若
い
世
代
の
入
会
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
地
元
に
あ
る
ミ
ニ

山陰の名湯・玉造温泉と幻想的な安芸の宮島宿泊
世界遺産（石見銀山・厳島神社・広島原爆ドーム）

詳細については詳しいパンフレットを郵送させていただきます。

 TEL 053-478-2000

■ 旅行日：平成28年２月24日(水)～2月26日（金）　■2名様より
■ 旅行代金：お一人様93,800円～（浜松駅発着の場合・4名一室） 
■ 2泊8食〈朝食2回・昼食3回・夕食3回（最終日お弁当）〉含む

観光庁登録旅行業304号
日本旅行業協会正会員

山
町
が
県
内
最
下
位
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
実
を
受
け
て
、
私
た
ち
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
は
も
ち
ろ
ん
町
役
場
も
一
体

と
な
っ
て
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目

指
し
て
「
お
達
者
度
」
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
災
い
転
じ
て

福
と
な
す
考
え
で
す
。

　

折
し
も
町
内
単
位
ク
ラ
ブ
で
最
大
と

な
る
２
０
０
名
の
会
員
数
を
誇
る
寿
会

が
、
平
成
19
年
よ
り
町
の
指
導
に
よ
り

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
小
山
町

内
21
の
単
位
ク
ラ
ブ
に
広
め
る
計
画
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
流
も
深
め
な
が

ら
会
員
の
増
加
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
役
員
主
導
で
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
若
手
委
員
と
女
性
委
員

の
増
員
を
行
い
、
会
員
み
ん
な
で
「
み

こ
し
」
を
担
ぎ
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン わたろうか いそぐ気持ちに ブレーキを

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

「
お
達
者
度
」
の
向
上
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
小
山
　
勝
俣
　
昭

長年の活動が認められ焼津市より環境保全活
動団体の登録認定を受けることができました

作業には多くの会員が参加してくれます
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信
州
と
三
河
の
境
界
、
遠
州
の
北
端

に
位
置
す
る
水
窪
地
区
は
山
林
が
97
％

を
占
め
、
か
つ
て
は
人
口
1
万
1
千
人

の
「
山
の
都
」
と
も
言
わ
れ
る
活
気
あ

る
町
で
し
た
。
し
か
し
今
は
そ
の
面
影

は
な
く
人
口
は
2
千
３
０
０
人
と
大
き

く
減
少
し
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
区
の
高
齢
化
率
も
59
％
を
超
え
、

そ
の
中
で
10
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
４
７
０

人
で
水
窪
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
前
会
長
か
ら
会
長
職
を
引
き
継

い
だ
と
き
、
地
区
連
合
会
の
最
優
先
課

題
と
し
て
休
会
ク
ラ
ブ
の
復
活
と
女
性

部
の
立
ち
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
休
会
ク
ラ
ブ
は
3
つ
あ
り
ま

し
た
。
1
つ
目
は
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
会

社
を
退
職
し
て
帰
郷
し
た
人
が
い
て
、

そ
の
方
を
訪
問
し
て
単
老
会
長
を
お
願

い
し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
2
つ
目
は
町
の
中
心
部

か
ら
1
キ
ロ
以
上
離
れ
た
山
住
峠
を
越

え
た
場
所
で
あ
り
、
し
か
も
超
高
齢
化

と
な
っ
て
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
た

め
休
会
と
な
っ
た
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
こ

れ
は
「
特
別
な
方
法
で
解
決
し
な
け
れ

ば
」
と
考
え
、
地
域
の
方
に
連
絡
員
を

お
願
い
し
て
、
事
務
局
が
単
位
ク
ラ
ブ

の
事
務
処
理
を
代
行
し
て
運
営
す
る
方

法
を
と
り
ま
し
た
。
3
つ
目
は
地
理
的

な
こ
と
も
あ
り
、
近
隣
ク
ラ
ブ
に
合
流

し
て
当
面
の
間
一
緒
に
活
動
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
全
地

区
で
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
立
ち
上
げ
は
、
県
の
女
性

委
員
会
の
規
約
を
参
考
に
し
て
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市
の
女
性
部
長
他
3
名

を
招
い
て
指
導
を
受
け
、
10
名
体
制
で

女
性
部
を
発
足
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
協
議
を
し
て
決
定
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

私
た
ち
連
合
会
の
年
間
行
事
は
年
2

回
の
輪
投
げ
大
会
、
年
1
回
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
親
睦
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
休
会
し
て
い
た
各
ク
ラ
ブ
の
交

流
会
を
実
施
し
、絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
会
員
を
、
す
べ
て
の
地
域
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市
　
水
窪
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
守
屋
　
銀
治

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寿
会
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
も
今

年
で
10
年
目
を
迎
え
、
毎
週
日
曜
日
の

午
後
7
時
か
ら
1
時
間
程
度
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
の
集
大
成
と
し
て
体
力

測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

専
門
家
に
よ
る
個
人
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
会
員
の
健
康
増
進
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間

が
大
勢
集
ま
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
全
ク
ラ
ブ
に
普
及

し
、
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と

は
、
会
員
の
理
解
と
協
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
良
き
指
導
者
を
得
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
こ
の
寿
会
の
10
年
に
わ
た

る
活
動
は
、
会
員
で
も
あ
る
良
き
指
導

者
が
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン ゆっくりと マナーを乗せて ふむペダル

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

体力測定で自分の状態を確認します

休会クラブとの交流会を実施しています

静岡県老人クラブ連合会指定業者

13,900円（税込）
14,500円（税込）
14,500円（税込）

期間：平成28年1～3月〔観光バス代・宿泊代（1泊2食）・昼食代（1回）・見学代・酒1本付き・カラオケサービス・旅行保険代〕

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・武田正憲）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
054（237）7988

快適バスで行ける

静岡県老人クラブ連合会 指定業者

〒410-2322 伊豆の国市吉田153-1 アピタ大仁店2F静岡県知事登録旅行業第 2-544 号 旅行業務取扱管理者 海瀬紀子

『とっておきの宿』特選旅館予約センター『とっておきの宿』 特選旅館予約センター

※東名代別途

西部地区（大井川以西）
中部地区（大井川～富士川）
東部地区（富士川以東）

（20名様以上）
1名様

のんびり吉良

三河めぐり（竹島・ガン封じ寺）（例） 
と

（吉良 竜宮ホテル）

TEL.0558-75-5200

新年あけましておめでとうございます
バス無料送迎・1泊3食付き・カラオケサービス・お酒またはジュース1本付き

熱海温泉
サンミ俱楽部

堂ヶ島温泉
清 流
9,800円
～11,800円（税込）

10,000円（税込）

送迎は15名様以上
有料道路代は別途

送迎は15名様以上
有料道路代は別途
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　介護保険制度は、介護が必要になった人が、介護や機能訓練などのサービスを
受けられる制度で、 40歳以上の方が被保険者として保険料を負担し、市町が保
険者となって運営しています。今回は、介護保険制度に関する基本的な内容につ
いて、皆さんの疑問にお答えします!

　自宅でひとり暮らしをしている、
70歳の者です。最近、足腰が弱って
きて、外出したり、家事をすることが
大変になってきたので、介護サービ
スの利用を考えています。まずはど
うしたらいいですか。

　介護サービスを利用するには、要介護（要支
援）認定を受ける必要があります。まずは、お
住まいの市町の介護保険担当窓口に、要介護
（要支援）認定の申請をしてください。
　申請から、認定までの手続の流れは、以下の
とおりです。

　お住まいの市町の
介護保険担当窓口で、
要介護（要支援）認定
の申請をします。

　認定調査員（市町の職員など）
が、本人や家族に心身の状況など
を伺いに、自宅を訪問します。ま
た、主治医に心身の状況について
の意見書を作成してもらいます。

　調査の結果や医師の
意見を基に、介護の必
要性や程度について、
「介護認定審査会」にお
いて審査が行われます。

　審査の結果に基
づいた認定結果通
知書が、お住まい
の市町からご本人
に送られます。

　訪問介護員（ホームヘルパー）が居宅を訪
問し、入浴、排せつ、食事などの身体介護や調
理、洗濯などの生活援助を行います。通院な
どを目的とした、乗降介助も利用できます。

　疾患などを抱えている方に
ついて、看護師などが居宅を訪
問して、療養上の世話や診療の
補助を行います。

　通所介護施設で食事、入浴
などの日常生活上の支援や、生
活行為向上のための支援を日
帰りで行います。

訪問介護（ホームヘルプ） 訪問看護 通所介護(デイサービス)

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設 認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

　常時介護が必要で居宅での
生活が困難な方が入所して、日
常生活上の支援や介護が受け
られます。

　状態が安定している方が在
宅復帰できるよう、リハビリテ
ーションを中心としたケアを
行います。

　認知症の方が共同生活をし
ながら、介護スタッフによる食
事、入浴などのサービスを受
けられます。

※利用できるサービスは、認定結果（要介護状態区分）によって異なります。
　平成27年度から、介護保険制度が一部改正されました。
　介護保険制度や利用方法で、わからないことがあれば、まずはお住まいの市町の
　介護保険担当課（室）やお近くの地域包括支援センターにご相談ください。

介護保険制度では、どのような介護
サービスを受けることができますか。

市町から要介護（要支援）認定を受けられた方
が利用可能な主なサービスは次のとおりです。

あなたの疑問に
お答えします

介護保険課のホームページアドレス
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/index.html

いのち輝き、笑顔あふれる社会を。
静岡県健康福祉部

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 夕暮れ時 お互い知らせる ライトオン
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　皆さんが納める保険料は、国や県・市町が負担している公費とあわせて
介護保険制度を健全に運営していくための、大切な財源となっています。

介護保険料の納付に、ご理解とご協力をお願いします！

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター
「ちゃっぴー」

　介護保険制度は、介護が必要になった人を社会全体で支えよう
とする制度であり、「市町」が保険者となって運営されています。
　今回は、皆さんが関心の高い介護保険料とサービスの利用方法
についての特集です。

介護保険サービスにかかる費用は、
介護保険サービスを利用した方が負担する1割※ を除いた残りを、次のように負担しています。
・50%...公費(国、県、市町で負担)
・22%...65歳以上の方(第1号被保険者)
・28%...40~64歳までの方(第2号被保険者)

①お住まいの市町で介護保険サービスにかかる
　費用のうち、22%をその市町に住んでいる
　65歳以上の方の保険料で負担しています。
　この負担額を65歳以上の方の人数で割った
　金額を「介護保険料基準額」と言います。

介護保険サービス
にかかる費用

（利用者の自己負担分を除く）

65歳以上の方の
負担割合（22%）

市町の65歳以上の方の人数

介護保険料
基準額

② 、基準額の0.5倍から1.7倍まで※ されます。

　介護保険料は、市町が条例で定める「介護保険料基準額」を基に決められ、3年ごとに見直されます。
平成27年度は、ちょうどその見直し後の1年目に当たります。
　介護保険料は、前年度の所得に応じて算出されます。「介護保険料基準額」が変わったことにより、収入が
昨年度とほぼ変わらないのに介護保険料が高くなる場合があります。（その他にも、不動産の売却や贈与等の
行為で得た収入も「所得」に含まれるため、年金額が変わらない場合でも、介護保険料は高くなる場合があります）

さぁ、介護保険に
ついて、解説するよ!

※この段階は、国の標準では9段階とされ
ていますが、地域の状況に応じて、市町が
条例で別途定めることにより、国の標準よ
り多くの段階を設定することが可能です。

※一定以上所得者（例えば、単身で年金収入のみの場合、
　年金年額が 280 万以上の方）については、平成27年
　8月から負担割合が2割となりました。

　市町の条例で、平成27年度から平成29年度までの介護保険料基準額が決められています。
静岡県の平均は前期(平成24~26年度)から410円上昇し、月額5,124円となりましたが、
全国平均の月額5,514円を下回っています。

介護保険料の決定について不明な点があれば、お住まいの市町にお問合せください

×

×

＝

＝介護保険料
基準額

あなたの課税や所得による段階

0.5倍 0.７5倍 1.7倍…

市町が徴収します

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 自転車は よそ見の間も 進んでる
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◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

幸こ
う
だ
れ
い
こ

田
麗
子
先
生

　
　
　

静
岡
県
歌
人
協
会
・
名
誉
会
員

　

俳
句　

仲な
か
だ
と
う
し
ゃ

田
藤
車
先
生

　
　
　

静
岡
県
俳
句
協
会
・
理
事

　

川
柳　

倉く
ら
は
し橋　

宏
ひ
ろ
し

先
生

　
　
　

静
岡
県
川
柳
協
会
・
会
長

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

　
　
投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
原
稿
の
締
切

　
　

平
成
28
年
2
月
29
日
（
月
）

公
園
に
け
や
き
一
本
移
植
さ
れ

　

集
い
し
子
ら
と
こ
ず
え
見
上
げ
る

焼
津
市　

小
川　

敬　

（
評
）
簡
潔
な
表
現
で
場
面
が
は
っ
き
り

見
え
て
く
る
。
新
し
い
け
や
き
を
見
上
げ

る
子
供
た
ち
の
思
い
、
年
々
歳
々
成
長
し

て
ゆ
く
一
本
の
木
の
姿
な
ど
想
像
の
先
に

ほ
の
か
に
明
る
い
未
来
が
あ
る
。

花
は
葉
を
葉
は
花
を
見
ぬ
彼
岸
花

　

季
節
た
が
え
ず
土
手
に
華
や
ぐ

浜
松
市　

南
区　

鈴
木　

寿
子

（
評
）
い
つ
の
間
に
か
土
手
や
畦
に
赤
々

と
花
を
掲
げ
て
秋
の
彼
岸
を
知
ら
せ
て
く

れ
る
花
。「
季
節
違
え
ず
」
が
い
い
。
し

か
し
葉
の
し
げ
り
を
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
。
草
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ

う
。
今
号
の
自
然
詠
で
は
、
小
澤
享
司
さ

ん
、
稲
葉
治
子
さ
ん
の
歌
も
よ
か
っ
た
。

「
特
攻
の
母
」
再
び
読
み
て
七
十
年

　

過
ぎ
来
し
方
の
消
え
得
ず
虚
し

伊
豆
市　

飯
田
三
枝
子

（
評
）
昨
年
は
特
に
戦
時
を
回
顧
す
る
夏

で
あ
っ
た
。
誰
も
が
各
々
の
立
場
で
懸
命

に
生
き
た
日
々
。
結
句
の
「
虚
し
」
に
思

い
が
凝
縮
さ
れ
た
。
な
お
、
戦
争
に
関
わ

る
歌
で
は
、
太
田
堯
恵
さ
ん
、
向
山
久
代

さ
ん
の
歌
に
も
共
感
し
た
。

語
り
つ
つ
試
歩
に
連
れ
立
つ
老
夫
婦

　

夕
べ
の
道
に
歩
み
合
わ
せ
て

静
岡
市　

清
水
区　

小
澤　

悦
代

（
評
）
回
復
期
に
希
望
を
持
ち
つ
つ
連
れ
添

う
二
人
の
姿
が
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

今
号
は
よ
い
歌
が
多
く
、
大
石
容
一
さ

ん
、
有
賀
美
代
さ
ん
、
大
石
の
ぶ
子
さ
ん

の
老
い
の
身
に
負
け
ぬ
積
極
的
な
生
活
の

現
れ
に
好
感
を
持
っ
た
。

逢
ふ
こ
と
の
な
き
懐
か
し
き
人
想
ふ

　

歳
重
ね
た
る
敬
老
の
日
に

静
岡
市　

清
水
区　

海
野　

文
枝

手
を
取
り
て
苗
木
の
育
て
方
懇
切
に

　

に
ぎ
わ
い
集
う
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

藤
枝
市　

清
水　

修　

八
十
路
な
る
我
が
身
な
れ
ど
も
子
等
の
事

　

思
い
馳
せ
れ
ば
胸
の
疼
け
る

浜
松
市　

北
区　

中
根
す
ヾ
ゑ

妻
逝
き
て
共
に
暮
ら
し
た
幾
年
の

　

幸
せ
の
日
々
偲
ば
れ
る
な
り

掛
川
市　

山
本　

利
幸

他
県
よ
り
移
り
し
吾
に
奇
異
な
り
き

　

緑
に
う
ね
る
茶
畑
あ
り
き

藤
枝
市　

渡
邉　

吉
男

連
山
に
茶
畑
清
流
マ
ッ
チ
し
て

　

生
き
物
共
生　

人
の
輪
嬉
し

川
根
本
町　

小
澤　

正
義

農
を
継
ぐ
子
な
き
を
か
こ
ち
稲
を
刈
る

藤
枝
市　

大
石　

容
一

（
評
）
日
本
の
農
家
の
悩
み
は
こ
れ
に
尽
き

る
。
男
の
子
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
継
ご
う

と
し
な
い
。
年
中
心
も
身
体
も
休
ま
る
時

の
な
い
農
家
は
嫌
わ
れ
る
。
肉
体
的
に
大

変
な
だ
け
で
、
そ
れ
に
つ
り
合
う
収
入
が

得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
大
石
さ
ん
は
先

祖
伝
来
の
田
畑
を
守
り
、
立
派
。
今
は
収

穫
の
時
で
少
し
は
報
わ
れ
た
気
分
に
な
る
。

コ
ス
モ
ス
や
揺
れ
て
可
憐
な
自
己
主
張

静
岡
市　

清
水
区　

小
澤　

享
司

（
評
）
む
ず
か
し
い
擬
人
法
の
表
現
が
見

事
に
き
ま
っ
た
句
と
思
う
。
こ
の
節
、
各

地
に
休
耕
田
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
コ
ス
モ

ス
が
植
え
て
あ
る
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
、
何

を
思
い
何
を
主
張
し
て
い
る
の
か
。
コ
ス

モ
ス
の
精
に
聴
き
た
く
な
る
。

よ
ち
よ
ち
と
来
て
ま
っ
す
ぐ
に
ふ
ら
こ
こ
へ

浜
松
市　

南
区　

鈴
木　

寿
子

（
評
）
歩
き
は
じ
め
た
幼
子
。
寿
子
さ
ん
の

お
孫
さ
ん
。
も
う
何
度
も
連
れ
て
来
て
い

る
町
内
の
公
園
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ゆ
っ

く
り
ゆ
っ
く
り
漕
い
で
く
れ
る
の
で
気
持

ち
が
い
い
。
そ
れ
を
よ
く
覚
え
て
い
る
の
で

ブ
ラ
ン
コ
の
と
こ
ろ
へ
行
く
。
楽
し
い
句
。

こ
の
案
山
子
ど
の
子
の
古
着
着
せ
よ
う
か

掛
川
市　

山
下　

良
子

（
評
）
物
を
大
事
に
す
る
昔
気
質
の
作
者

の
気
持
ち
に
は
誰
で
も
共
鳴
共
感
す
る

は
ず
。
物
の
乏
し
い
時
代
に
子
に
着
せ
た

思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
衣
服
。
案
山
子

は
大
体
男
。
女
案
山
子
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
今
回
は
兄
の
子
の
古
着
に
決
ま
る
で

あ
ろ
う
。
次
の
年
は
弟
の
古
着
に
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

汗
だ
く
の
仕
事
め
ど
立
ち
冷
奴

菊
川
市　

小
澤　

正
義

退
院
の
許
し
を
得
た
り
梅
雨
の
明
け

湖
西
市　

高
柳　

哲
夫

ふ
と
置
き
し
眼
鏡
探
し
て
日
短

静
岡
市　

葵
区　

遠
藤　

昭
二

牛
舎
よ
り
音
楽
聞
こ
え
天
高
し

藤
枝
市　

大
石　

き
よ

か
な
か
な
の
声
に
始
ま
る
一
日
か
な

藤
枝
市　

首
藤
み
ね
子

そ
の
奥
に
人
の
気
配
や
青
簾

和
久
田
綾
子

川
沿
ひ
に
裾
ひ
ろ
が
り
て
萩
の
花

山
下　

明
夫

蛍
狩
交
は
す
あ
い
さ
つ
み
な
優
し

渡
部　

和
夫

身
の
丈
に
あ
っ
た
幸
せ
四
世
代

袋
井
市　

鈴
木
三
枝
子

（
評
）
核
家
族
化
の
進
む
中
、
四
世
代
が
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
は
、
驚
き
と
と
も

に
羨
ま
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
家
族
に
囲
ま

れ
た
ご
夫
婦
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

嘘
言
え
ぬ
心
の
鏡
見
て
い
ま
す

浜
松
市　

西
区　

柴
田　

正
雄

（
評
）
ど
の
よ
う
に
美
し
く
化
粧
し
、
着

飾
っ
て
み
て
も
、
鏡
は
心
を
見
透
か
し
て

い
ま
す
。
こ
の
鏡
が
お
か
し
い
と
言
っ
て

も
、
鏡
に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
の
字
の
真
ん
中
に
猫
蝉
時
雨

富
士
市　

勝
又　

信
也

（
評
）
古
川
柳
に
「
子
が
出
来
て
川
の
字

形
に
寝
る
夫
婦
」
が
あ
り
ま
す
。
日
中
の

猛
暑
、
風
通
し
の
良
い
部
屋
で
ま
ど
ろ
ん

で
い
る
ご
夫
婦
、
猫
も
真
ん
中
に
入
り
昼

寝
。
外
で
は
命
を
賛
美
す
る
蝉
時
雨
に
、

ご
夫
婦
二
人
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
も
愚
痴
も
吹
っ
飛
ぶ
趣
味
を
持
ち

川
根
本
町　

太
田　

堯
恵

セ
ピ
ア
色
こ
の
人
だ
れ
と
孫
が
聞
き

袋
井
市　

鈴
木　

み
よ

年
賀
状
添
え
た
一
句
に
あ
る
温
み

静
岡
市　

葵
区　

遠
藤　

昭
二

思
い
や
り
心
が
通
う
わ
を
広
げ

浜
松
市　

西
区　

袴
田　

亮　

曾
孫
生
ま
れ
我
が
子
の
よ
う
に
愛
お
し
い

袋
井
市　

鈴
木　

紀
子

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 気を付けよう 知らない道より 慣れた道

短
歌
　
幸
田
　
麗
子
　
選

俳
句
　
仲
田
　
藤
車
　
選

川
柳
　
倉
橋
　
宏
　
選
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牧
之
原
市　

鈴
木　

常
夫

　

我
が
地
区
は
27
年
も
新
た
な
男
性
会
員
が
3

名
入
会
し
、
輪
投
げ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

な
ど
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む

中
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
と
て
も
大
切
な
存
在
で

あ
り
ま
す
。

　

残
り
少
な
い
人
生
で
す
。
命
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
、
声
掛
け
を
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
活

動
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

浜
松
市　

天
竜
区　

村
木　

仁
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
は
文
字
が
大
き
い
の
で

と
て
も
読
み
や
す
く
、
遠
方
会
員
の
活
動
状
況

も
知
る
こ
と
が
出
来
、「
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い

る
ん
だ
」
と
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

　

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
、
作
業
も
自
分

の
畑
仕
事
も
安
全
に
気
を
付
け
て
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

表
紙
の
久
能
山
東
照
宮
の
写
真
も
美
し
く
、

見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
の
楽
し
か
っ

た
旅
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

長
泉
町　

保
坂　

伸
男

　

週
一
回
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
会
員
数
が
少

な
く
残
念
で
あ
り
ま
す
。
会
員
が
増
え
る
妙
案

は
無
い
も
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。

浜
松
市　

天
竜
区　

野
中　

育
代

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
の
悩
み
は
、
い

ず
こ
も
会
員
に
な
る
人
が
少
な
い
こ
と
で
す
ね
。

し
か
し
私
た
ち
の
と
こ
ろ
で
は
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
会
員
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
、
こ
れ
は
適
度
な
運
動
と
同
時
に
、

仲
間
た
ち
と
の
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
。み
な
さ
ん
元
気
に
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
こ
と
見
つ
け
ま

し
ょ
う
…

磐
田
市　

加
藤　

正
一

　

浜
松
市
か
ら
磐
田
市
に
転
入
し
て
10
数
年
が

経
ち
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通

信
を
頂
き
ま
し
た
。

　

年
2
回
発
行
と
あ
り
ま
す
。
各
地
区
の
活
動

の
よ
う
す
を
知
り
、
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
文
芸
欄
も
あ
り
、
私
も
ま
た
投
稿
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。吉

田
町　

三
輪　

博
夫

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
読
ん
で
、
み
な
さ
ん

の
幅
広
い
元
気
な
活
動
に
活
力
と
勇
気
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
高
砂
会
（
男
性
76
名
、

女
性
80
名
）
も
、
月
1
回
の
定
例
会
を
行
い
、

食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
、
講
演
会
を
開
く
な
ど
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
、

舞
踊
な
ど
の
部
活
動
を
行
い
、
地
域
の
清
掃
作

業
や
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
「
健
康　

友
愛　

奉
仕
」
の
三
大
運
動
を
継

続
し
て
行
い
、
毎
日
の
生
活
に
リ
ズ
ム
を
つ
け

て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
士
市　

小
川　

徳
子

　

私
は
文
才
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
体
を
動
か

す
こ
と
は
大
好
き
で
す
。
毎
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
公
園
清
掃
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
土

手
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

旅
行
も
大
好
き
で
、
月
1
回
く
ら
い
出
掛
け

ま
す
。
今
度
は
九
州
阿
蘇
へ
の
旅
行
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

沼
津
市　

佐
藤　

秀
子

　

韮
山
反
射
炉
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
何
十
年
か
前
に
な

り
ま
す
が
、
中
学
校
の
遠
足
で
は
じ
め
て
行
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
兄
弟
会
で
、
反
射
炉
と
江
川
邸
を
訪

れ
ま
し
た
。
今
は
亡
き
兄
が
い
ろ
い
ろ
と
説
明

し
て
く
れ
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

吉
田
町　

後
藤
み
ほ
子

　

榛
村
純
一
先
生
の
コ
ラ
ム
「
お
茶
を
飲
ん
で

１
０
０
を
楽
し
む
人
と
な
れ
」
は
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
日
、
静
岡
産

の
お
茶
を
飲
ん
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

クロスワードパズル

１、 豆乳を煮つめ、表面にできる被膜状のもの
３、 盤の上にたがいに白と黒の石を置いて、領域の広さを争う遊び。
４、 団を構成している人。
５、 光をさえぎって、黒く映し出される物の形。水などの面に映し出される姿。
７、 あおいで風を起こす道具のひとつ。また儀礼、芸能でも用いられます。
９、 知識・技術などを習得できるように教え導くこと。

１、 イエスの弟子の一人。イエスを裏切ったことで、裏切り者の代名詞とされる。
２、 電話○○○○、郵便○○○○、受験○○○○。
３、 太陽を信仰し、15～16世紀に南アメリカのペルー高原を中心に反映した帝国。
６、 学校を出て、家に帰ること。
７、 動物や罪人などを入れて、外に出られなくした囲いや部屋のこと。
８、 工業・土木建築などの専門技術を身に付け、それを職業にしている人。

1 3

55 6

7 8

9

2

44

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 伝 え よ う  自 分 の 存 在  反 射 材

　
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
榛
村
純
一
先
生
の
コ
ラ
ム

で
す
が
、
先
生
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
第

１
５
３
号
で
最
後
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
回
皆
さ
ま
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、
大

変
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な

執
筆
者
に
依
頼
を
し
て
再
開
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
榛
村
先
生
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

榛
村
純
一
先
生

 
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

個人戦（赤コート）
優　勝 柏原　政代（御前崎市）
準優勝 曽我　訓　（川根本町）
第３位 小澤　和光（静岡市清水区）

個人戦（白コート）
優　勝 野中かず代（吉田町）
準優勝 市川　徳次（浜松市浜北区）
第３位 久保田洋子（静岡市清水区）

個人戦（青コート）
優　勝 杉山　雅二（静岡市駿河区）
準優勝 荻原　正雄（御殿場市）
第３位 桜井寿恵男（牧之原市）

市町連合会対抗戦
◇優　勝 吉田町さわやかクラブ連合会
◇準優勝 シニアクラブ浜松市浜北区支部
◇第３位 シニアクラブ御殿場市

第13回シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会

　

ふ
じ
さ
ん
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士

宮
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
富
士
宮
）
は
ク
ラ
ブ

数
増
加
と
そ
れ
に
お
け
る
活
動
が

評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
度
静
岡
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
加
入
促

進
運
動
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
数
が
増
加
し
た
第

一
の
要
因
と
し
て
は
「
親
し
み
の

あ
る
ク
ラ
ブ
に
な
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
平
成
25
年
度
に
「
市
老

連
」
か
ら
名
称
変
更
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
か
ら
名
称
を
募
集
を
し
た

と
こ
ろ「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士
宮
」

が
多
く
、さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
、

富
士
宮
市
を
象
徴
す
る
ふ
じ
さ
ん

（
富
士
山
）
を
つ
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
前
の
こ

と
で
、
今
後
、
富
士
山
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
を
見
こ
し

て
の
決
定
で
し
た
。

　

今
後
の
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
富
士
山
と
そ
の
構

成
遺
産
に
つ
い
て
観
光
客
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
み
ん
な
で
勉

強
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ

れ
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
よ
り

深
く
知
る
こ
と
に
よ
り
地
元
へ

の
愛
着
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
一

致
団
結
を
し
て
ク
ラ
ブ
の「
絆
」

が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
解
散
し
て
し
ま
っ
た

ク
ラ
ブ
に
対
し
て
の
「
準
会
員

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ふ
じ
さ
ん
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士

宮
と
し
て
清
利
夫
会
長
と
役
員

が
須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長
に
か

け
あ
い
、
特
例
と
し
て
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
解
散
を

し
て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
輪

投
げ
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
（
同
好

会
）
を
し
て
い
れ
ば
、
期
間
限
定

で
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で

す
。
清
利
夫
会
長
は
「
解
散
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
を
再
結
集
す

る
の
は
難
し
い
、
ま
ず
は
つ
な
ぎ

止
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
」「
市

長
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
ご

理
解
と
配
慮
に
、
大
い
に
感
謝
し

ま
す
」と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
毎
年
1
月
に
実
施
を

し
て
い
る
新
年
の
初
詣
バ
ス
旅
行

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
会
員
だ
け

で
は
な
く
、
近
隣
の
ク
ラ
ブ
未
加

入
者
も
誘
っ
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
成
田
山
へ
の
お
参

り
を
す
る
予
定
で
す
。
毎
年
好
評

で
、
多
い
と
き
に
は
７
０
０
名
ほ

ど
が
集
ま
り
バ
ス
23
台
に
分
乗
し

て
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
会
員
同
士
の
親
睦
を
は
か

る
だ
け
で
は
な
く
、
未
加
入
者
に

ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら
い
加
入
へ

繋
げ
よ
う
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

ク
ラ
ブ
の
行
事
と
し
て
大
変
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
増
強
へ
の
近
道
は
「
み
ん

な
が
楽
し
め
る
活
動
を
ど
れ
だ
け

用
意
で
き
る
の
か
」
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
活
動
を
し

て
い
れ
ば
自
ず
と
仲
間
は
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先日行われた文化祭には、会員以
外の参加者や来客も多く、地域と
の結びつきを強く感じることが出
来ました

　11月 27 日（金）川越広場島田グラウンド・ゴルフ場にて、
第 13回シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会が開催さ
れました。
　当日は風も強く吹いて寒い一日でしたが、県内 25市町より
500 名余の選手が参加し、日頃の練習の成果を発揮して白熱
した試合を繰り広げました。
　試合は、赤、白、青コートに分かれて行われ、それぞれのコー
トで個人戦を行い、また各市町上位 3名の成績により市町連
合会対抗戦の順位を決定しました。結果は別表のとおりです。

市町対抗戦 吉田町チーム優勝!!

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン もしもしは しません出ません 運転中

ふ
じ
さ
ん
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
富
士
宮
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
富
士
宮
）

会
長
　
清 

利
夫

会
員
増
強
　
楽
し
む
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

輝
い
て
い
ま
す 

今
!



（11）シニアクラブ通信 154 号 平成 28 年 1 月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン こんばんは 早めのライトで ごあいさつ
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駿
府
城
公
園
は
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
徒

歩
10
分
の
静
岡
市
中
心
部
に
あ
り
ま

す
。
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
ゆ
と

り
の
あ
る
広
さ
は
大
々
的
な
催
し
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
徳
川
家
康
が
薨
去
し

て
か
ら
４
０
０
年
に
当
た
り
、
静
岡
市

内
で
「
家
康
公
４
０
０
年
祭
」
が
華
々

し
く
開
催
さ
れ
、
駿
府
城
公
園
は
催
し

の
中
心
的
な
立
場
で
存
在
感
を
示
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
3

日
ま
で
は
24
回
目
を
迎
え
た
大
道
芸
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
日
、
全
国
か
ら
静
岡
市
へ
お
客
様

が
見
え
、
期
間
中
の
４
日
間
で
前
回
を

33
・
5
万
人
上
回
る
１
８
１
万
人
の
人

達
で
大
い
に
賑
わ
い
、
や
は
り
駿
府
城

公
園
は
中
心
的
な
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駿
府
城
公
園
は
そ
の
昔
、
確

定
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
今
川
氏
の
居
館

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
由
緒
あ

る
史
跡
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
駿
府

城
公
園
に
関
係
す
る
主
な
歴
史
を
振
り

返
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

右
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

観
光
面
か
ら
天
守
閣
を
造
ろ
う
で
は
な

い
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

天
守
台
を
造
っ
て
段
階
を
経
て
天
守
閣

を
造
ろ
う
と
い
う
遠
大
な
構
想
の
よ
う

で
す
。

　

駿
府
城
の
図
が
あ
り
ま
す
が
、
堀
の

部
分
の
濃
い
水
色
が
現
在
も
あ
る
堀
で
、

薄
い
水
色
の
部
分
が
現
在
は
埋
め
立
て

ら
れ
た
堀
で
す
。
簡
単
に
天
守
台
と
言

い
ま
す
が
、
明
治
時
代
に
撤
去
し
た
天

守
台
と
同
じ
位
置
に
設
置
す
る
の
か
、

現
在
は
殆
ど
存
在
し
な
い
本
丸
堀
を
ど

う
復
興
す
る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
は
ら
ん
で
お
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
規
模
で
本
丸
堀
を
構
築

す
れ
ば
、
静
岡
市
民
の
憩
い
の
場
が
大

幅
に
縮
小
し
て
し
ま
い
ま
す
。
十
分
に

検
討
を
重
ね
て
良
い
駿
府
城
公
園
に
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

１
３
３
７
年
（
延
元
2
年
）

今
川
範
国
駿
河
守
護
と
な
る
。
今
川
館
建
造

１
５
６
０
年
（
永
禄
3
年
）

今
川
義
元
桶
狭
間
で
織
田
信
長
に
敗
死

１
６
１
０
年
（
慶
長
15
年
）

家
康
駿
府
へ
隠
居
後
、
駿
府
城
完
成

１
６
１
６
年
（
元
和
2
年
）

家
康
死
亡

１
６
３
５
年
（
寛
永
12
年
）

駿
府
城
炎
上
（
天
守
閣
は
以
降
復
興
せ
ず
現
在
に
至
る
）

１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）

静
岡
34
連
隊
駿
府
城
に
創
設
（
本
丸
堀
埋
立
、天
守
台
撤
去
）

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

駿
府
公
園
完
成

１
９
８
９
年
（
平
成
1
年
）

駿
府
城
巽
櫓
6
億
円
で
完
成
（
静
岡
市
制
１
０
０
年
）

１
９
９
６
年
（
平
成
8
年
）

駿
府
城
東
御
門
20
億
円
で
完
成

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）

紅
葉
山
庭
園
12
億
円
で
完
成

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

駿
府
公
園
を
駿
府
城
公
園
に
改
称

平成 28 年 全国交通安全
年間スローガン 高齢者 なろうよルールの 好例者

駿府城公園の主な歴史

　徳川家康は慶長 12 年（1607）

大御所として駿府に入り、それま

での駿府城を一回り大きくしたお

城を全国の大名に命じて（天下普

請）築城しました。

　駿府城の構造は、三重の堀に囲

まれた曲輪を内側から「本丸」、「二

ノ丸」、「三ノ丸」とする典型的な

輪郭式縄張りの平城となっていま

す。現在三ノ丸はおもに公共施設

が建ち並び、本丸、二ノ丸は駿府

公園となっています。

※「駿府城独案内図」パンフレットより

昨年の大道芸ワールドカップの様子

静
岡
市
　
駿
府
城
公
園

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今ぶ
ら
り
散
歩
と
長
い
歴
史
に
ふ
れ
る
旅


